
集団受講に
挑戦しませんか？

　勤労者通信大学の学習の基本は独習で
すが、学びの力を最大限に引き出すのが集
団学習です。
　集団学習の良さは、講師・チューターな
どの講義や仲間どうしの討論から、「わから
ないことがわかる」こと、「みんなもがんばっ
ているから」と励ましが与えられるところに
あります。ぜひ集団受講に挑戦しませんか？

　

政
治
は
新
し
い
局
面
に
入
り
ま
し
た
。
二
一
世
紀
に
生
ま
れ
た
「
自
民
一
強
」
体
制
は
崩
れ
は

じ
め
、
自
民
党
政
治
に
代
わ
る
新
し
い
政
治
を
求
め
る
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。
自
公
に
か
わ
る
政
権
交
代
を
真
の
政

治
革
新
に
つ
な
げ
る
私
た
ち
の
た
た
か
い
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
真
の
政
治
革
新
は
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
追
求
し
て

き
た「
市
民
と
野
党
の
共
闘
」の
力
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の「
共
闘
」を
再
構
築
す
る
に
は
、た
と
え
時
間
が
か
か
っ
て
も
、「
共

闘
」
推
進
勢
力
（
政
党
、
労
働
組
合
、
市
民
団
体
、
民
主
団
体
）
の
政
治
的
組
織
的
な
影
響
力
の
拡
大
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
職
場
、
地
域
か
ら
要
求
実
現
の
た
た
か
い
を
前
進
さ
せ
な
が
ら
、
政
治
を
根
本
か
ら
立
て
直
す
に
は
何
が
大
切

か
を
議
論
し
、政
治
を
変
え
る
に
は「
共
闘
」し
か
な
い
と
い
う
世
論
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
職
場
、

地
域
で
憲
法
を
語
り
、
政
治
と
社
会
の
変
革
を
語
れ
る
活
動
家
が
も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

勤
労
者
通
信
大
学
は
、３
つ
の
コ
ー
ス
を
つ
う
じ
て
、「
も
の
の
見
方
・
考
え
方
」「
社
会
や
資
本
主
義
経
済
の
し
く
み
」「
現

代
社
会
と
社
会
変
革
の
道
す
じ
」「
労
働
組
合
運
動
の
発
展
の
法
則
」
な
ど
を
学
び
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
で
の
飛
躍
を

つ
く
り
、
私
た
ち
の
展
望
す
る
未
来
を
切
り
ひ
ら
く
た
め
、
勤
労
者
通
信
大
学
で
ご
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
展
望
す
る
未
来
を
切
り
開
く

た
め
、
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う

勤
労
者
通
信
大
学
　
学
長
　
山
田
敬
男

私らしく生きたい、 社会をよくしたいを
科学的につかむ学びの入口

社会を変えるたたかいの理論まで
体系的に学ぶ

労働組合活動を自信をもってすすめる
ための運動の理論を学ぶ

真理を知る楽しさ！活動への確信と元気が得られます

勤通大は、社会のしくみや社会発展の法則、労働組合運動の法則など基礎理論を体系的に学ぶ学
校です。３つのコースはそれぞれ関連し、複雑な情勢をつらぬく法則を身につけることができます。

すべてのコースで日本国憲法の理念が学べます
複雑な情勢をつらぬく法則を身につけられます

勤労者通信大学では

真実とは何かを見抜く哲学、資本主義社会の法則をつか
む経済学、人類のさまざまな実践、たたかいの積み重ね
による社会発展の理論―歩みをすすめる力に。

第１部　ものの見方・考え方
　第１章　人間という存在

　第２章　ものの見方・考え方　──唯物論と弁証法

　第３章　人間の社会とその歴史

第２部　資本主義経済と暮らし
　第４章　商品、貨幣、市場のしくみ

　第５章　資本主義の搾取のしくみ、資本蓄積とその矛盾

　第６章　現代の資本主義

第３部　たたかいと社会進歩
　第７章　現代社会と社会変革

　第８章　日本社会の変革をめざして

　第９章　未来社会を考える

知性をみがき、科学的にものごとを考える力を身につける
学びの「入り口」。社会のしくみを知り、「私らしく生きる」
後押しをするのが、入門コースです。

はじめに　とびらをひらく
第１章　生活のゆとりと人間らしさ
第２章　資本主義社会で生きている
第３章　社会は進歩 ・発展する
第４章　民主主義ってなんだ！
第５章　私たちが未来を決める

ガイド　学習教育運動とは
資料　日本国憲法全文

働きにくさ、生きにくさをのりこえる労働組合運動を。憲
法に基づく労働法の基本、日常活動をすすめる視点など、
知恵と確信をもって運動をすすめる力になります。

第１部　労働組合の基礎
　第１章　労働組合とは何か

　第２章　労働者と労働組合の権利

第２部　要求をかちとるためには
　第３章　労働者・労働組合の要求とは

　第４章　労働者・国民の暮らしをよりよく

第３部　たたかいの基本方向
　第５章　労働組合を強く大きく

　第６章　よりよい社会と日本の未来

オンラインスクーリングがあります
各コースとも、ZOOM
を使用し、教科委員と受
講生の双方向でのスクー
リングを開催しています。
テキストの内容をさらに深
める絶好の機会です。 ↑見逃し視聴もできます

テキスト部分改訂！

　大事なことは、現在の社会について、どんなし

くみで、どんな動き方をしているのか、何が問題

点なのかを、自分の頭で学び分析できることです。

「私らしく生きること」の前に立ちはだかるものの

正体を知ることです。

　そのためには、知性をみがき、科学的にものご

とを考える力を身につけていく必要があります。そ

の後押しをするのが、この入門コースのテキスト

です。
　　（入門コーステキスト「とびらをひらく」より）

大阪　建交労
　組合活動に対する理解を深

め、労働法や労働者の権利に

ついての知識を得ることで、組

合活動をより効果的に行いたい

と考え受講。より良い労働環

境の実現をめざして活動してい

くための基礎づくり、その一歩

として精一杯とりくみたい。

●より良い労働環境の
　実現をめざして

受講生の感想から

基礎
理論
コース

入門
コース 労組

コース

東京　自治労連
　印象に残ったのは、元気の

出る活動と組織のあり方。職

場を基礎にした活動、組織づく

りをテーマに実践的な内容が紹

介されており、私の職場でも取

り入れてみたい事柄が多くあっ

た。意見交換や議論を通じて

知見を広げることができた。

群馬　医労連
　自分の頭で考えることはもち

ろんですが、常に変化する社

会や政治の動きに目をむけてい

ないと答えられないことが多

い。でもこのテストに取り組む

ことで気づかされること、考え

なくてはいけないことが分かる

ので、良いと思っている。

●実践的な内容で
　取り入れたい事柄あった

●変化する社会や
　政治に目をむける



2025年度
入学案内

2025 年２月末日

2025 年度　勤労者通信大学　受講申込書

2025 年度勤労者通信大学受講生　募集要項

憲法がいきる社会と政治をめざす〒

NS

KS
RS

県番　　　　単産　　　　集団　　　　area

取扱　　　　請求　　　 入金　　　テキスト　　財政部
25↓事務局記入欄→

職場名 (任意 )フリガナ

昼間連絡の取れる Tel. □　団体
□　個人

□自宅　□職場　□労働組合

都道
府県

気付

E-mail

氏　　名

性　　別 年齢　　　　　　　歳

□　新 入 学
□　再 入 学
※ コース問わず

所属団体の都道府県名

所属する組合・団体名 (できれば )

役職

備考
教
材
送
付
先

１（いち）とL（エル）など間違えやすいものはフリガナを

希望コースに〇をつけてください。

『学習の友』 を購読していますか？

□　はい

□　いいえ

□　見本誌を希望します

１. 入門コース　　２. 労働組合コース　　３. 基礎理論コース

※必ずご記入ください（メールでの連絡が基本となります）

４月開校

入門コース
私らしく生きたい、社会をよくしたいを
科学的につかむ学びの入口

労働組合コース
労働組合活動を自信をもってすすめる力
権利、要求、日常活動、たたかいを学ぶ

※通信はメールでの配信ならびにホームページでお知らせします

※

勤通大
ホームページ

下記申込書を使って、 ファックス、 郵送
もしくは勤通大ホームページにある申込フォームにご入力を。

テキスト部分改訂！

学
び
あ
い
を
チ
カ
ラ
に

新
し
い
私
を

勤通大
ホームページ

募集活動期間
～2025年９月末

基礎理論コース

ものの見方・考え方から、資本主義経済
のしくみ、社会を変えるたたかいの理論
まで体系的に学ぶ


